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３ はじめの言葉 

 
４ 日本自衛の危うさ 

企業情報システムの危うさ             田原文夫 

クラウゼビッツは「戦争は政治の一形態である」と言った。ひとつの政治手法を奪い、

代わりになるものを提供することもなく政治をしろと言うのは、根本的な誤りである。し

かしシステム部から、ハード／ソフトの選択権を取り上げ、システムを作れ、メンテナン

スしろと言われている現実の危うさを改めて思う。 
 

１０ 情報社会を考える その４８ 

     情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか    編集部 

情報社会のトレードオフ／脅威を凌ぐための負荷 
自衛隊に水陸機動団というのができる（できた？）らしい。米国で言えば、海兵隊にあ

たる。旧日本軍で言えば、陸戦隊である。所属はいずれも海軍。 
だが水陸機動団は、陸自所属だ。集団的自衛権絡みで、昨年設立を閣議決定した。 
ここにオスプレイが配属される。当面は、災害救助用として、だ。政府の苦労も並大抵

ではない。 
例年に比べると。一足早めな秋雨前線とも思えるような前線停滞で、広島を中心に西日

本で未曾有の土砂災害が発生、多くの人命が失われた。自然災害もだが、人命を取り巻く

環境は、常に大きな脅威に曝されている。 
 
１２ 日本再生／世界競争力回復のカギ 

何故 Ｍ－ＢＩＭ構築が必要か  その 43        水田 浩 

オープンガバメント OG 9  工業化社会をデジタル化する 
社会全体が工業社会から情報社会に移る第一段階ではICT（情報通信技術）が個々の組

織の効率化のために、それぞれが独立して導入され、第二段階では工業社会の組織はそ

のままにして組織間をICTで統合してゆく。社会全体を情報社会に変える準備段階である。

第一段階での最初のデジタル化運動が 1994 年から世界規模で行われたCALS運動であっ

た。そして次に行われたのが電子政府運動であった。 
 
１８ 連載 アーキテクチャ論 （41） 

システミグラムと 7 人の侍フレームワーク       山本修一郎       

         国立大学法人 名古屋大学 情報連携統括本部 情報戦略室 教授 

システム工学で注目されているフレームワークとして、Martinによる7人の侍フレームワ

ークがある。このフレームワークは、名前から分かるように、昭和29年に公開された黒澤

明監督による日本映画「7人の侍」のアナロジーである。野武士の略奪によって苦しむ百姓
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たちを7人の侍が救うように、7種類のシステムを適切に考慮することによって、システム

開発プロジェクトのリスクを解消して、課題を適切に解決するシステムを開発できるとい

う訳である。 
以下では、7 人の侍フレームワークをシステミグラムと比較しながら説明しよう。 
 

２６ IT 新時代とパラダイム・シフト 
第５８回 訪日外国人観光客２０００万人 

を目指すには（２）      根本忠明 
外国人観光客の政府目標を、現在の 1000 万人から 2000 万人、更に 3000 万人に飛躍さ

せるには、地道な努力が必要である。今回、問題提起した「日本の夜は早い」という問題

の解決のためには、住民側と行政側それぞれの取り組みが不可欠といってよい。前者の問

題として夜景ブーム、後者の問題として 24 時間都市問題を取り上げることにしたい。 
 

２８ 続インテリジェンスへのいざない 56 

誤りだった従軍慰安婦報道 

日本の反省と朝日新聞の罪          今井 武 

一端漏えいした情報は、決して元に戻らない。事実に基づかない誤報道も、情報漏えい

と同じ。誤報がもたらした社会的影響／変動の完全なる原状回復は不可能である。朝日新

聞による従軍慰安婦報道」に関する誤報が招いた事態の深刻さを追ってみた。 
 

３１ 一味違うウェブ検索 

  第四十七話 広島土砂災害報道の読み方     ぐぅのうぇぶへい 

広島県北部で起きた土砂災害は、8 月 19 日深夜から 20 日未明にかけての豪雨で土砂崩

れが起き、その後連日報道されるほどの大被害となった。一連の報道を見聞きして感じる

単純な疑問は、これは天災というよりは人災に近いのではないのかである。災害時の報道

は、その性質上、正しく読むことは難しい。今回は、広島土砂災害の報道をどのように読

むべきかについて解説する。 
 

３３ しすてむこらむ 
IBM PureApplication Software V2.0 発表     メゾフォルテ 

 

３５ 連載 四字熟語力トレーニング           すぎやまチヒロ 
 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
オンデマンド出版のご案内 

本誌連載中の山本修一郎氏「アーキテクチャ論」が、オンデマンド出版され

ております。ご活用下さい。 

 

詳しくは、WebCR ホームページをご覧下さい。 

     「アーキテクチャ論」       

         山本修一郎 著 

国立大学法人 名古屋大学 情報連携統括本部 情報戦略室 教授 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
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案内／お知らせコーナー 

 

セミナー／講演会の講師紹介 
 

ユーザー会/各種研究会/勉強会における 
セミナー/講演会での講師をご紹介致します。 

 

クラウドサービス導入前のチェックポイント 

クラウドサービスは果たしてＴＣＯ削減に寄与するか 

レガシーマイグレーションの進め方と留意点 

これからの企業情報システム構築のポイント 

これからの金融情報システムの課題 

役に立つ情報管理の実践と課題 

情報セキュリティ監査の受け方／臨み方 

リポジトリーベースのシステム資源管理 

その他 クラウドサービス導入にお悩みの方 

など 各種カウンセリングも承ります 
 
 
ご質問／何でも相談は下記まで 

株式会社 日本経営科学研究所 
ＣｏｍｐｕｔｅｒＲｅｐｏｒｔ編集部 

cr-info@jmsi.co.jp 
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